
歩掛参考見積募集要領 

 

 次のとおり歩掛参考見積を募集します。 

 

   令和 5 年 5 月 30 日 

 

                                              独立行政法人水資源機構 

                            香川用水管理所長 南保 正俊 

 

１． 目 的 

この歩掛参考見積依頼は、香川用水施設緊急対策事業で実施している工事の積算の参考とする

ための作業歩掛を募集するものです。 
なお、この参考見積依頼は、工事等の指名（若しくは競争参加資格）をお約束するものではあ

りません。 

２．参考見積書提出の資格 

  (1) 水資源機構における令和５・６年度一般競争（指名競争）参加資格業者の認定を受けている

こととします。 
  (2) 営業に関し法律上必要とされる資格を有していることとします。 

   (3) 当機構から「工事請負契約に係る指名停止等の措置要領」（平成 6 年 5 月 31 日付け 6 経契

第 443 号）に基づき、吉野川水系関連区域において指名停止を受けていないこととします。 

３．参考見積書の提出等 

  (1) 参考見積書は作業項目毎に必要な作業員、資機材の人数等を記載して提出してください。 
   記載様式には二次単価までしか記載していませんが、三次単価以降の詳細も記載願います。 

なお、参考見積書の様式は、「別紙-2」を参考としてください。 

  (2) 提出期間 令和 5 年 6 月 12 日（月）まで 

持参する場合は、上記期間の土曜日、日曜日を除く毎日、午前 8 時 30 分から午後 5 時まで 

  (3) 提出先 

    独立行政法人水資源機構 香川用水管理所長 宛 

【担当】 四宮 

〒766-0004 香川県仲多度郡琴平町榎井 891-2 
TEL  0877-73-4225  FAX  0877-73-4226 

  (4) 提出方法 

      書面は持参、郵送又は FAX（社印があること）により提出をお願いします。 

４．参考見積内容 

  (1) 基本条件 

    香川用水緊急対策事業における繰返し注入型地山補強土工に係る施工歩掛。 
施工に必要な工事用道路等の仮設は、現場にあるものとします。詳細は別添図面を参照。 
（徳島県三好市池田町白地地内） 

  (2) 作業項目、作業内容及び作業数量 



    別紙-1 見積仕様書のとおりです。 
 

  (3) 工事費の構成と歩掛見積範囲 

   ①本歩掛参考見積を適用する工事費の構成は、当機構が別に制定する「積算基準及び積算資料

（各編）」（以下、「基準書」という。）によるものとします。 

   ②歩掛参考見積範囲は基準書で定義されている直接工事費のうち、上記(2)を実施する為に必要

な作業員、資機材の人数等とします。 

  (4) 作業員の職種と定義 

    国土交通省が公表している「令和５年度公共工事設計労務単価」における「調査対象職種の

定義・作業内容」によるものとします。 

  (5) 見積件名 

    見積の件名は「繰返し注入型地山補強土工による耐震補強作業」としてください。 

５．歩掛参考見積募集要領に対する質問 

この歩掛参考見積募集要領に対する質問がある場合においては、次に基づき、書面（様式は自由） 
により提出してください。 

  (1)提出期間：令和 5 年 6 月 1 日（木）まで 

      持参する場合は、上記期間の土曜日、日曜日を除く毎日、午前 8 時 30 分から午後 5 時まで 
  (2)提出場所：３．(3)に同じ。 

  (3)提出方法：３．(4)に同じ。 

６．質問に対する回答 

質問に対する回答は、次のとおり閲覧に供します。 

  (1)閲覧期間：質問提出期限の翌日から見積書提出期間終了まで 

  (2)閲覧方法：ホームページに掲載します。 

７．参考見積書作成及び提出に要する費用 

参考見積提出者の負担とします。 

８．貸与資料等 

なし 

９．ヒアリング 

提出していただいた参考見積書についてヒアリングを実施することがあります。 
 
 

  以 上 



別紙１ 見積仕様書 

 

１． 基本条件 

見積りは、ロータスアンカー工法による作業に必要な削孔、置換注入、インジェクシ

ョンパイプ組立・挿入、加圧注入、内部注入、鉄筋挿入、受圧板、頭部処理、適合性試

験、確認試験、ボーリングマシン移設費、材料費、機械等損料費、産廃費を含めた一切

とする。施工条件は以下のとおりとするが、詳細は別添参考図を参照。 

   原則、以下条件に基づいた見積りとするが、現地施工条件等からアンカー打設数量及

び位置等を変更する場合は、必要な数量及び費用を計上すること。なお、この場合は、別

途設計資料を作成し提出するものとする。 

 

＜施工条件＞ 

・施工場所：徳島県三好市池田町地内 

ブロック積み擁壁区間約13ｍ（用水路近接） 

・施工目的：既設ブロック積みの耐震補強 

・施工数量：φ115mm、L=6.0m、角度20～40度、＠1.5(一部1.2)m 37本（3～5段） 

配置は別添図参照。 

・土質条件：礫質土（別添図及びボーリングデータ参照） 

・引張強度：110kN（1本毎に引抜試験にて品質を確認） 

・定 着 材：セメントミルク24N/mm2 

・芯  材：ネジ節異形棒鋼D22（SD345） 

・併用工法：崩壊防止ネット工（今回見積対象外） 

・法面現況：工事車両による直接の乗り入れ可（大型機械は不可）。法肩は香川用水管理

道となっており使用可 

・施工ﾔｰﾄﾞ：一段毎に施工足場を別途設置。ボーリングマシン、注入機材等は施工ヤー

ドから足場（端部）までクレーンによる吊り込みが可能 

施工イメージは、施工ヤード図参照。 

・そ の 他：施工対象となるブロック積み擁壁横には香川用水幹線水路（オープン水路）

があり、水道用水の原水を通年で通水している状況であるため、削孔、加

圧注入及び材料飛散等により水質障害が発生しないよう十分留意する必要

がある。 

 

 

２． 本作業 

2-1   削孔 

1. 削孔機は、現場施工条件からロータリーパーカッションドリル（φ115、二重

管）を想定しているが、これにより難い場合は、別途施工機械を選定する。 

2.削孔する盛土の土質は、土質調査結果より礫質土を想定しているが、現場条件が

著しく異なる場合は監督員と協議するものとする。 

3.削孔にあたっては、既設物と接触しないよう留意しなければならない。なお、削

孔に用いる削孔水は、原則、香川用水の流水を使用してはならない。 

4.現場施工条件等により設計図書に明示する箇所の削孔が困難な場合は、監督員と

協議するものとする。 

 

2-2   使用資機材 

1. 設備の配置 

施工に必要な設備は、施工ヤード及び現場施工条件で実施可能な配置とする。 

2. インジェクションパイプ 

インジェクションパイプは、鋼管φ60.5 t=3.8mmとし、付着物、損傷、変形がな

いよう十分注意して挿入しなければならない。 



 

3. 芯材 

芯材はネジ節異形棒鋼（SD345 D22）とし、溶融亜鉛メッキによる防食処理を行

ったものを使用するものとする。 

4. 定着材 

定着材はセメントミルクを標準とする。設計強度は24N/mm2以上を確保するもの

とし、引張り補強材として機能しなければならない。 

5. 頭部処理 

挿入した芯材の頭部は溶融亜鉛メッキ処理された座金及びナットで受圧板に確実

に固定するものとし、ベルキャップにより芯材が腐蝕しないよう防錆材を充填して

頭部を保護するものとする。 

  

2-3   品質管理 

1. 受入れ試験 

本施工前に試験施工を実施し、設計図書に示す設計引抜き抵抗力を確認するもの

とする。試験施工において、設計引抜き抵抗力を満足しない場合は、監督員と協議

するものとする。 

2. 適合性試験 

施工したアンカー全数を対象に引抜き試験を実施し、設計図書に示す設計引抜き

抵抗力を確認するものとする。 

3. 定着材の強度管理 

定着材は、品質管理基準に基づき、現場にてセメント等の受入数量及びフロー値

等を確認するとともに、一軸圧縮強度試験を実施し、設計強度を満足しているか確

認しなければならない。 

 

 

以  上 



別紙－2　「歩掛参考見積様式の例」

繰返し注入型地山補強土工（ロータスアンカー工）

総括表 （1式あたり）

名称 規格等 単位 数量 単価 金額 備考　※一例とする

ロータスアンカー工 日あたり○○本 本 37 単価表①－１

産廃処理費 日あたり○○m3(t) m3(t) 単価表①－３

計

単価表①－１ ロータスアンカー工 （1式あたり）

名称 規格等 単位 数量 単価 金額 備考　※一例とする

削孔工 日あたり○○m ｍ 単価表②－１

置換注入工 日あたり○○m3 m3 単価表②－２

ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝﾊﾟｲﾌﾟ組立・挿入工 日あたり○○本 本 単価表②－３

鉄筋挿入工 日あたり○○本 本 単価表②－４

口元止水 日あたり○○本 本 単価表②－５

加圧注入工 日あたり○○m3 m3 単価表②－６

ボーリングマシン移設工 日あたり○○回 回 単価表②－７

頭部締付工 日あたり○○本 本 単価表②－８

頭部処理工 日あたり○○本 本 単価表②－９

適合性試験工 日あたり○○本 本 単価表②－１０

受入れ試験工 日あたり○○本 本 単価表②－１１

計

単価表①－２ 産廃処理費 （1m3(t)あたり）

名称 規格等 単位 数量 単価 金額 備考　※一例とする

　○○（作業員等）*1 人

機械経費・機械損料等*2 日

産廃処理費 m3(t)

燃料費等 L

諸雑費*3 ○○の○％ 式

*1　労務費は必要に応じた労務者を計上する。

*2　機械経費、材料費等は必要に応じて計上する。

*3　機械経費、材料費において諸雑費等を労務費の割合で示す場合の表示方法。

*4　計上項目がない場合は、必要に応じて追加計上する。

※　参考までに日当り施工量を記載していただきたくお願いします。



二次単価表以降

名称 規格等 単位 数量 単価 金額 備考　※一例とする

単価表②－１ 1ｍ当たり

　○○（作業員等）*1 人

機械経費・機械損料等*2 日

燃料費等 L

諸雑費*3 ○○の○％ 式

単価表②－２ 1m3当たり

　○○（作業員等）*1 人

機械経費・機械損料等*2 日

燃料費等 L

注入材料 m3

諸雑費*3 ○○の○％ 式

単価表②－３ 1本当たり

　○○（作業員等）*1 人

諸雑費*3 ○○の○％ 式

単価表②－４ 1本当たり

　○○（作業員等）*1 人

諸雑費*3 ○○の○％ 式

単価表②－５ 1本当たり

　○○（作業員等）*1 人

諸雑費*3 ○○の○％ 式

単価表②－６ 1m3当たり

　○○（作業員等）*1 人

機械経費・機械損料等*2 日

燃料費等 L

注入材料 m3

諸雑費*3 ○○の○％ 式

単価表②－７ 1回当たり

　○○（作業員等）*1 人

機械経費・機械損料等*2 日

燃料費等 L

諸雑費*3 ○○の○％ 式



二次単価表以降

名称 規格等 単位 数量 単価 金額 備考　※一例とする

単価表②－８ 1本当たり

　○○（作業員等）*1 人

諸雑費*3 ○○の○％ 式

単価表②－９ 1本当たり

　○○（作業員等）*1 人

諸雑費*3 ○○の○％ 式

単価表②－１０ 1本当たり

　○○（作業員等）*1 人

機械経費・機械損料等*2 日

燃料費等 L

諸雑費*3 ○○の○％ 式

単価表②－１１ 1本当たり

　○○（作業員等）*1 人

機械経費・機械損料等*2 日

燃料費等 L

諸雑費*3 ○○の○％ 式

その他必要な項目

　　　　○○*4

*1　労務費は必要に応じた労務者を計上する。

*2　機械経費、材料費等は必要に応じて計上する。

*3　機械経費、材料費において諸雑費等を労務費の割合で示す場合の表示方法。

*4　必要に応じて計上する（計上項目が無い場合は不要）。

※　参考までに日当り施工量を添付していただけると助かります。















（参考）施工対象
現況 取水工

現況
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見積対象



 【Ts-1-R1の結果】 
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